
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

願書受付期間 選 抜 期 日 合格発表日 入学説明会 

平成 29 年 11 月７日（火）～

11 月９日（木） 
平成29年11月25日（土） 平成29年11月30日（木） 平成29年12月12日（火）

 

今回から選抜日程が夏期から秋期に変わりました。 

 

平成 30 年４月入学者用 

編入学生募集要項 
（出願書類添付） 

機械工学科 

技術者・科学者 
を目指して！ 

電気電子工学科 

物質工学科 

電子制御工学科 

制御情報工学科 

www.numazu-ct.ac.jp 

独立行政法人 国立高等専門学校機構 

沼津工業高等専門学校 

願書受付期間 選　抜　期　日 合格発表日 入学説明会

平成29年11月７日（火）～
　　　11月９日（木）

平成29年11月25日（土） 平成29年11月30日（木） 平成29年12月12日（火）



募 集 要 項
１．募　集　人　員

学　　科 募集人員 編入学年
機 械 工 学 科 若 干 名

第４学年
電気電子工学科 若 干 名
電子制御工学科 若 干 名
制御情報工学科 若 干 名
物 質 工 学 科 若 干 名

２．出　願　資　格
⑴�　高等学校又は中等教育学校を卒業した者（平成30年３月卒業見込みの者を
含む）で出身（在学）学校長が推薦する者
⑵　高等学校卒業と同等以上の学力があると認められた者
　　（学校教育法施行規則第150条に該当する者）

３．志　願　学　科
　本校各学科への志願は、高等学校の別（普通、工業、農業、商業その他）及
び卒業（在学）の科の別を問わずにできます。

４．出　願　期　間
　　平成29年11月７日㈫～平成29年11月９日㈭
　　※郵送の場合も平成29年11月９日㈭午後５時までに必着のこと。
　　受付時間　午前９時から午後４時30分まで
　　受付場所　沼津工業高等専門学校学生課教務・入試係
　　　　　　　〒410-8501　沼津市大岡3600
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５．出　願　手　続
⑴�　編入志願者は、出身学校長を経て、次に掲げる提出書類を願書受付期間中に
持参又は郵送してください。
　なお、郵送する場合は、必ず「書留郵便」とし、封筒の表に「編入学願書在中」
と朱書してください。
　また、出願資格の（２）に該当する場合は、出願方法、提出書類等について、
受付期間の１週間前までに本校学生課教務・入試係まで問い合わせ、その指示
に従ってください。
⑵　提出書類等

編入学願書
（願書添付用通知書）

写 真 票
受 検 票

本校所定の用紙を使用し、本人が記入してください。
写真票には、出願時前３か月以内に撮影した上半身、脱帽、正面向
きの写真（縦５cm×横4.5cm）を貼付してください。
※出願後の志願学科の変更は認められません。

調 査 書
在校（出身）学校所定の様式により高等学校長が作成し、厳封したもの。
ただし、備考欄に席次（第１・２学年は学年末、第３学年は１学期
につき「　 人中 　位」）を記入してください。（クラス又は学年）

推 薦 書 本校所定の用紙を使用し、出身学校長が作成したもの。

検 定 料

16,500円
本校所定の用紙に高等学校名・受検者氏名・住所を記入の上、金融
機関窓口で振り込んでください。なお、振込用紙のⒷ願書添付用通
知書を編入学願書裏面に貼付してください。
ただし、ゆうちょ銀行からの振込については、添付の入学検定料振
込用紙に書いてある注意点を参照してください。

返信用封筒
（長形３号）

受検票を受検者あてに送付しますので、郵便番号・住所・氏名を明
記し、242円切手（特定記録料金を含む）を貼付してください。
※出願書類を直接持参する場合は、返信用封筒は不要です。

⑶　出願上の注意事項
　提出書類等の不備なものは受け付けません。また、提出書類に不正の記載が
あった場合は、入学後であっても入学を取り消すことがあります。
　なお、出願手続き後は、書類の返却はできません。また、納入した検定料は
返還できませんが、次の場合は検定料の返還請求ができますので、本校学生課
教務・入試係にお問い合わせください。
・検定料を納付したが出願しなかった場合
・検定料を重複で納付した場合
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６．選　抜　方　法
　編入学生の選抜は、学力検査、調査書及び面接等の結果を総合して行います。
その結果に基づき、４学年合格とします。
学力検査

検査科目 出　　題　　範　　囲 配　点

数 学 数学Ⅰ・数学Ａ・数学Ⅱ 100点

英 語 コミュニケーション英語Ⅰ・コミュニケーション英語Ⅱ 100点

専 門 科 目 選 択
物理基礎
電気基礎
化学基礎

100点

　　　※�専門科目については、出願時に物理基礎、電気基礎、化学基礎のいずれ
かを選択してください。ただし、機械工学科を志願する者は物理基礎、
電気電子工学科を志願する者は電気基礎、物質工学科を志願する者は化
学基礎を必ず選択してください。

　　　※�専門科目に限り、電卓（プログラム機能のないもの／四則演算、平方根、
百分率及び数値メモリのみ有するものに限る）の使用が認められていま
す。また、有効数字を指定した出題が含まれることがあります。

７．検査日時及び会場

検査日 時　間 検査科目等 検査会場

平成29年
11月25日（土）

８：30～８：50 受　　 付

沼津工業高等専門学校
沼津市大岡3600

９：10～10：10 数　　 学

10：30～11：30 英　　 語

11：50～12：50 専 門 科 目

14：00～ 個人面接※

　　　　※個人面接は、１人10分程度。

８．合　格　発　表
　　平成29年11月30日㈭正午
　本校学生玄関横の掲示板及び本校ホームページの入学案内において発表する
とともに、合否は出身学校長あてに文書により通知します。
　なお、出願資格の⑵に該当する場合は、合否は本人あてに文書により通知し
ます。
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９．募集要項等の請求・問い合わせ
　募集要項などの請求及び入学志願に関する問い合わせは、本校学生課教務・
入試係あてにしてください。
　なお、募集要項の郵送を希望される場合は、郵便番号・住所・氏名を明記し
た返信用封筒（角型２号、料金分の郵便切手貼付）を同封し、請求してください。
（募集要項請求部数　１部180円、２部215円、３～５部300円、６～10部350円）

10．障害のある者の出願
　障害があり、受検及び就学上特別な配慮を必要とする者は、願書受付開始日
１週間前までに本校学生課教務・入試係に相談してください。

11．自然災害に伴う検定料免除の臨時措置
　本校に入学を志願する者で、原則としてその主たる家計支持者が平成29年度
に災害救助法の適用があった地域に居住していて被災した場合には、申請によ
り検定料が免除されます。免除申請を希望する場合は、事前に学生課教務・入
試係へ連絡してください。

12．そ　の　他
　入学志願者から提出された入学願書や調査書等に記載されている情報及び選
抜に用いた試験成績・評価といった入学者選抜を通じて取得した個人情報は、
入学者選抜の資料として利用するとともに、次の目的のためにも利用します。
　⑴　入学後の教育・指導
　⑵　入学料、授業料の免除申請の審査
　⑶　奨学金申請の審査
　⑷　�本校及び国立高等専門学校全体の教育制度・入学者選抜制度の改善のた

めの調査・研究

　　　　出願及び問い合わせ先

沼津工業高等専門学校　学生課教務・入試係

〒410-8501	 静岡県沼津市大岡3600
	 TEL：055-926-5962（学生課直通）
	 FAX：055-926-5882
	 E-mail:kyoumu-nyuusi@numazu-ct.ac.jp
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推　　薦　　書

平成　　 年　　 月　　 日

沼津工業高等専門学校長 殿

所在地

学校名

学校長� 印

　下記の者は、学業成績、人物が良好でありますので、貴高等専門学校に責任を�
もって推薦いたします。

志 願 学 科 受検番号 ※

出 身 学 科

生年月日・平成 　 年　 月　 日生

平成　　年　　月　　日卒業
　　　　　　　　　　　卒業見込

ふ り が な

氏 名

㊟　※印欄は、記入しないこと。

見本



白



沼津工業高等専門学校長 殿

平成　　 年　　 月　　 日

高等学校長

職印

　このことについて、下記の者の出願書類をとりそろえて、別添のとおり
提出します。

平成30年度沼津工業高等専門学校編入学
出願書類等の送付について

記

※受検番号 氏　　　　名 志　 願　 学　 科

※印の欄は、記入しないでください。

編入学志願者

見本
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入 学 案 内
　工業高等専門学校は「深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成する。」
ことを目的とし、豊かな教養と専門の技術を身につけた実践的な技術者の育成を
使命としており、中学校卒業程度を入学資格とする５年制の一貫教育を行う国立
の高等教育機関（大学等）です。
　本校では、理論的な基礎とともに、実験・実習を重視し、実践的エンジニアを
養成しており、卒業生は希望にかなった会社へ就職でき、また、更に深く勉強し
たい人には、大学の３学年への編入学、高専専攻科への道が開かれています。

１．アドミッション・ポリシー（入学者の受入れの方針）
　以下の意欲、および学力を有する者を受け入れる。
⑴　科学技術に興味を持ち、入学後の学習に対応できる基礎学力を有する者
⑵　科学技術を用いて社会に貢献する意欲の有る者
⑶　科学技術の役割、技術者の責任を考えられる者
⑷　他人の意見を聞き、自らの意見を言える者

２．学　科　紹　介
機械工学科：�機械や装置ならびにこれらに関連するシステムを設計・製造できる能力をもっ

た機械技術者を養成する。材料力学、熱力学、水力学などの専門科目を学ぶと
ともに、機械工作実習、機械設計製図などの実技科目を通して、幅広い工学問
題を解決できる能力を養う。

電気電子工学科：�回路理論や電磁気などの基礎学習と電子計算機、電子、通信、制御、電力工学
などの専門を幅広く学ぶとともに、豊富な実験・実習により技術革新に十分対
応できる創造性豊かな電気電子技術者を養成する。

電子制御工学科：�機械と電気を統合したシステムを創る能力を培うため、機械工学、電気・電子
工学、計算機工学等のシステム要素技術と、システム工学、制御工学等のシス
テム統合化技術を学ぶ。特に、体験的学習、チーム学習としての実験実習、設
計製作等を重視している。

制御情報工学科：�制御情報工学科は、コンピュータ技術を応用してロボットの協調制御や各種メ
カトロニクス機器の設計・製作、データベースを用いた情報システムの構築、
高度情報化社会に対応した生産システムの開発などの分野で活躍できる技術者
を養成している。

物質工学科：�無機化学、有機化学、分析化学、物理化学、化学工学、生物化学等の基礎の上に、
新素材・先端材料に対応できる材料化学コースとバイオテクノロジーの発展に
対応できる生物工学コースを設置した。両コースとも、生産技術・研究開発の
分野で活躍できる技術者を養成する。





３．編入学生受け入れの実績� 単位：人　
学　　　科 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 計

機 械 工 学 科 0 0 1 0 0 1(0)
電 気 電 子 工 学 科 1(1) 2(1) 1(1) 1 1 6(3)
電 子 制 御 工 学 科 1(1) 0 1(1) 2(1) 0 4(3)
制 御 情 報 工 学 科 0 1(1) 1 0 1 3(1)
物 質 工 学 科 2 2(1) 2(2) 2(1) 0 8(4)

合　　　計 4(2) 5(3) 6(4) 5(2) 2 22(11)
� （　）内は第３学年受入数で内数
４．編入学時の単位認定について
�　編入学する学級の学生が、１学年から３学年までに標準的に修得する単位数
と同一の単位数を認めています。

５．授業科目（編入学生が履修する科目）
一　般　科　目（各学科共通）

【 必 修 科 目 】
文学特論
哲学

総合英語ＡⅣ
ドイツ語Ⅰ

【 選 択 科 目 】
法学・経済学（いずれか１科目選択）
選択外国語

ドイツ語演習Ⅰ
ドイツ語演習Ⅱ
海外語学研修

専　門　科　目（機械工学科）
【 必 修 科 目 】

応用数学Ａ
応用数学Ｂ
応用物理Ⅱ
材料力学Ⅱ
熱力学
水力学

機械工作法
機械設計法
制御工学
機械設計製図Ⅲ
機械設計製図Ⅳ
機械工学実験Ⅰ

機械工学実験Ⅱ
創造デザイン演習
工業英語Ⅰ
工業英語Ⅱ
技術表現演習
卒業研究

【 選 択 科 目 】
数値解析
伝熱工学
応用熱工学
振動工学
オペレーションズリサーチ
弾塑性力学
先端機械材料

油空圧工学
生産システム
計測工学
システム制御工学基礎
メカトロニクス
現代物理学

機械工学演習
学外実習Ⅰ
学外実習Ⅱ
学外実習Ⅲ
学外実習Ⅳ
海外技術研修

専　門　科　目（電気電子工学科）
【 必 修 科 目 】

応用数学Ａ
応用数学Ｂ
応用物理Ⅱ
電磁気学Ⅲ
回路理論Ⅲ

ロジック回路
通信工学
情報理論
電子回路Ⅱ
電気電子機器

電力工学
工業英語Ⅰ
電気電子工学実験Ⅳ
電気電子工学実験Ⅴ
卒業研究

【 選 択 科 目 】
電気電子材料
エネルギー変換工学
固体電子工学
マイクロ波工学
現代制御工学

デジタル制御工学
工業英語Ⅱ
コンピュータ工学
パワーエレクトロニクス
自動制御
電気法規

学外実習Ⅰ
学外実習Ⅱ
学外実習Ⅲ
学外実習Ⅳ
海外技術研修

専　門　科　目（電子制御工学科）
【 必 修 科 目 】

応用数学
工学数理Ⅱ
工学数理Ⅲ
工学数理演習
線形回路解析
電磁気学Ⅰ

電磁気学Ⅱ
電子機械設計・製作Ⅰ
電子機械設計・製作Ⅱ
計算機工学Ⅱ
プログラミング言語JavaⅠ
制御工学

システム制御工学Ⅰ
計測工学
品質工学
電子制御工学実験
工業英語
卒業研究

【 選 択 科 目 】
電子機械設計演習
Ｃ言語応用演習
計算機シミュレーション
システム制御工学Ⅱ
人工知能

プログラミング言語JavaⅡ
通信工学
電子制御工学演習Ａ

学外実習Ⅲ
学外実習Ⅳ
学外実習Ⅴ
学外実習Ⅵ
海外技術研修



専　門　科　目（制御情報工学科）
【 必 修 科 目 】

応用数学Ａ
応用数学Ｂ
応用物理
工学演習Ⅱ
技術英語Ⅰ
技術英語Ⅱ

オペレーティングシステム
数値解析
離散数学Ⅱ
コンピュータグラフィックス
電磁気学
設計工学

計測工学
自動制御
創造設計
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

【 選 択 科 目 】
計算機シミュレーション
データベースシステム
人工知能
情報ネットワーク論
ソフトウエア工学
通信工学
現代制御工学

デジタル制御工学
ロボット工学
システム工学
流体力学
振動工学
生産システム
制御工学特論

情報工学特論
現代物理学
学外実習Ⅰ
学外実習Ⅱ
学外実習Ⅲ
学外実習Ⅳ
海外技術研修

専　門　科　目（物質工学科）
【 必 修 科 目 】

機器分析Ⅰ
錯体化学
有機化学Ⅲ
物理化学Ⅱ
物理化学Ⅲ
生物化学Ⅰ
分子生物学Ⅰ
化学工学Ⅱ
化学工学Ⅲ

分離工学Ⅰ
品質管理
科学英語Ⅰ
物質工学特別講義
応用数学Ⅰ
応用物理Ⅱ
卒業研究

【 材 料 化 学 コ ー ス 】
高分子科学�（材料化学コース：必修　生物工学コース：選択）
電気化学　�（材料化学コース：必修　生物工学コース：選択）
物質工学実験Ⅲ

【 生 物 工 学 コ ー ス 】
遺伝子工学�（生物工学コース：必修　材料化学コース：選択）
生物化学Ⅱ�（生物工学コース：必修　材料化学コース：選択）
物質工学実験Ⅳ

【 選 択 科 目 】
機器分析Ⅱ
有機化学Ⅳ
分離工学Ⅱ
分子生物学Ⅱ
細胞工学
酵素工学
無機材料化学

培養工学
電気電子工学基礎
科学英語Ⅱ
応用数学Ⅱ
応用数学Ⅲ
現代物理学

学外実習Ⅰ
学外実習Ⅱ
学外実習Ⅲ
学外実習Ⅳ
特別物質工学実習
基礎無機・有機化学
海外技術研修

学　際　科　目（各学科共通）
【環境・エネルギー分野：必修科目】
環境と新エネルギー
社会と工学

【新機能材料分野：必修科目】
有機材料化学基礎
社会と工学

【医療・福祉分野：必修科目】
医用工学基礎Ⅱ
社会と工学

【環境・エネルギー分野：選択科目】
エネルギー応用Ⅰ
エネルギー応用Ⅱ

【新機能材料分野：選択科目】
電気電子材料工学
機能材料

【医療・福祉分野：選択科目】
医療計測学
医用機器学

７．平成28年度卒業生の進路状況
⑴　総括表

内訳学科名 卒業生 就職者 進学者 その他

機 械 工 学 科 36 23 11 2
電気電子工学科 39 19 19 1
電子制御工学科 31 18 12 1
制御情報工学科 49 20 27 2
物 質 工 学 科 42 12 30 0
合　　計 197 92 99 6

⑵　主な就職先（過去３年間）
出光興産、宇宙航空研究開発機構（JAXA）、小野薬品工業、花王、川崎重工業、�
国立印刷局、資生堂、ダイキン工業、中部電力、ツムラ、東レ、東海旅客鉄道（JR東海）、
東京ガス、東芝、トヨタ自動車、日本たばこ産業（JT）、富士通ゼネラル、富士重工業、
冨士乳業、明電舎、森永乳業、ヤクルト、矢崎総業、ヤマハ発動機、雪印メグミルク、
横浜ゴム
⑶　主な編入学先（過去３年間）
室蘭工業大学、東北大学、福島大学、群馬大学、筑波大学、千葉大学、東京大学、
東京農工大学、東京工業大学、お茶の水女子大学、横浜国立大学、信州大学、�
金沢大学、新潟大学、長岡技術科学大学、福井大学、山梨大学、静岡大学、名古屋大学、
名古屋工業大学、豊橋技術科学大学、岐阜大学、三重大学、京都大学、大阪大学、
神戸大学、奈良女子大学、広島大学、愛媛大学、首都大学東京、中央大学



８．学　　生　　寮
　本校は教育の一環として、共同生活を通じて人間形成に資するため、原則と
して第１・２学年全寮制を実施しています。
　なお、編入学生における入寮は遠距離等で通学できない場合等の事情のある
者に対して、選考の上決定します。

９．主　な　経　費
入 学 料 入学時 　　84,600円	
授 業 料 年　額 　 234,600円（２回に分納）
教 科 書 等 年　額  約 25,000円	
入 寮 の 場 合
寄　 宿　 料
食　 費　 等
光熱水費等
エアコンリース料

年　額
月　額
月　額
年　額

　
　　 9,600円（２回に分納）
　　30,000円程度（８･３月を除く）
　　 4,550円
　　26,000円（２回に分納）

注１　�納入金額は、規則等の改正により変更することがあります。この場合は入学手続きまでに連絡します。
いったん納入された入学料は返還しません。

注２　在学中に授業料改定が行われた場合には、改定後の新授業料が適用されます。

10．入学料・授業料・寄宿料免除制度
　⑴　入学料・・・�入学前１年以内に、学資負担者を失ったり、風水害等の災害

を受けたり、その他特別な事由により納付が困難であると認
められる場合。

　⑵　授業料・・・�経済的理由によって納付が困難であり、かつ、学業優秀と認
められる場合。

　⑶　寄宿料・・・�学資負担者が風水害等の災害を受け、納付が著しく困難であ
ると認められる場合。

11．奨学金制度
　⑴　（独）日本学生支援機構
　（独）日本学生支援機構の奨学金は、学業、人物ともにすぐれ、かつ、健康
であって学資の支弁が困難と認められる者に対して、選考のうえ貸与されます。

種類 区分 １～３年生 ４～５年生 専攻科生

第一種
（無利子）

自　宅
10,000円、
�21,000円から選択

30,000円、
�45,000円から選択

30,000円、
�45,000円から選択

自宅外
10,000円、
�22,500円から選択

30,000円、�
�51,000円から選択

30,000円、
�51,000円から選択

第二種
（有利子）

30,000円、50,000円、80,000円、
� 100,000円、120,000円から選択

⑵　その他、地方公共団体・民間団体及び本校同窓会の育英資金等があります。

〈参考〉
・４月入学時必要経費
　約260,000円
　（入寮の場合は約313,000円）
・年額約390,000円
　（入寮の場合は約775,000円）



N

長泉沼津I.C 新東名高速道路

至名古屋 東名高速道路

■光長寺 ■北小林■北小林

黄瀬
川

御殿
場線

大岡
駅

東海
道本
線

至東京

至東京

■三島大社

門池
■

東海道新幹線

沼津工業高等専門学校沼津工業高等専門学校

至静岡

国道１号沼津バイパス

国道414号線

国道246号バイパス

伊豆縦貫自動車道

旧国道246号線 至御殿場

至御殿場

至伊豆

至東京沼津I.C

JR三島駅

下土
狩駅

JR沼津駅至静岡至静岡

国道１号線

旧国
道１
号線

広小路駅

三島
田町駅

伊豆箱根鉄道

国
道
13
6号
線

至
伊
豆
長
岡

沼津工業技術センター
    ■

⃝ＪＲ沼津駅南口 富士急シティバス（北小林行又は北小林経由沼津高専行）

 　バス停　「北小林」  下車　徒歩10分

 　　　　 「沼津高専」下車　徒歩１分

⃝ＪＲ三島駅南口 富士急シティバス（北小林行又は北小林経由沼津高専行）

 　バス停  「北小林」  下車　徒歩10分

 　　　　 「沼津高専」下車　徒歩１分

⃝ＪＲ御殿場線下土狩駅　　　徒歩20分

　　タクシーを利用した場合はＪＲ三島駅北口、ＪＲ下土狩駅より各々５～10分程度

⃝東名高速道路「沼津インター」、新東名高速「長泉沼津インター」より車で５分

交 通 案 内

⃝沼津工業高等専門学校



受検に関する問い合わせ先
	 独立行政法人国立高等専門学校機構
	 沼津工業高等専門学校 学生課教務・入試係

	 	 〒410-8501 静岡県沼津市大岡3600
	 	 電話 055-926-5962（学生課直通）
	 	 E-mail：kyoumu-nyuusi＠numazu-ct.ac.jp
	 	 URL http://www.numazu-ct.ac.jp




